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• 日本の約５５０兆円を超えるＧＤＰの内、観光消費額は２５兆円、 

• 日本と海外マーケットを併せると５０兆円程。 

• 課題 

• 脱炭素社会の実現、Covit-19禍克服、国連の定めるSDGoals達成など私どもが直面する課題の解決。 

• 「Flow of People」を加速し、直面する負の遺産解消の難題を「みどりでおもてなし文化」を社会浸透することで克服。地方経済の活性化： 

   （Flow of  People, Flow of Money） 

• 年間、３千万人超の海外からの訪問者がもつポテンシャルを生かす。(コロナ禍がもたらすnegative effect解消） 

• 国際社会で果たすべき役割。持続可能な社会：地球温暖化（脱炭素社会の実現） SDGｓ  COP26 issue. 

• 植物のポテンシャルをどのように生かすか？ ２１世紀は、Green Gold の時代 

• 市民参加を引き出す仕組みづくりの重要性 産業界と同調 （産官学連携） 

• Campaign Terms の必要性  

  官主導：みどりの風邪を感じる大都市大阪 つくり → みどりでおもてなし活動 → みどりでおもてなし文化の浸透 

  → 個人の生活の質の向上につなげる（QOL向上） GREEN HOSPITALITY 

   OSAKA を好個な事例に！ 

海外からの訪問者への土産： おもてなし文化 みどりを念頭においた 

オモテナシ！  

          MIDORI Xで創造される多様な業態 

そのための仕組みづくりの重要性 

   日本みどりのプロジェクト推進協議会の設立（２０２１年１０月） 

    住民の意向を踏まえた地方自治体の想い と 企業との御連携  

    活動舞台：プラットフォーム 

 

  

•  組織図  ５大プロジェクト 



２１世紀はどのような時代 
   Green Gold の時代 

個人の存在を確かめ、個人の生き方を探る → ＱＯＬを高める！ 
ＳＮＳの時代の功罪が浮上！ 
 
問題点は何か？ 
ＳＤＧｓを念頭に如何なる社会実現を達成すべきか？ 
 

日本みどりのプロジェクト推進協議会設立 （２０２０年１０月） 

地球温暖化（脱炭素社会）     少子高齢化 
 
食糧の枯渇 

経済の低迷 
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健康（ウェルネス） 
ヨガ、温泉、入浴剤、森林浴、 
化粧品、香料、山菜、きのこ採り 

食品・飲料 
水・日本酒、ワイン、ウィスキー、 
ジビエ、魚、きのこ類、農産物 

レジャー 
キャンプ、スイミング、風景写真、 
フィッシング、昆虫採取 

スポーツ・アクティビティ 
登山・ウォーキング、バイク、 
ラフティング、スキー 

旅行 
国立・国定公園ツアー、 
新ツーリズム(グリーン・エコ・サス
ティナブル） 

教育（学生・社会人） 
環境保全、生物多様性保全、植林、
バードウォッチング、農業林業体験 

SDGｓ 
商社、金融、製造業、サービス業、
マスコミ関係 

文化・歴史・アニメ・伝説 
神、妖怪、精霊、忍者、山伏、鬼 

林業・農業・小売・ホビー 
木材、花、葉っぱビジネス、 
自然薯、きのこ、薬草、石、流木 

まちづくり 
建設・建設関係、家屋・エネルギー
関連、交通関係、通信関係 

 

日本みどりの 
プロジェクト 

参加都道府県 
（市町村・DMO） 

 

政府・関連機関：関係事業分野に関する指導・助言 

 
都道府県の課題・要望を共有 

■災害対策森林整備、環境整備 ■1次産業の活用（林業、農業など）■観光素材提供 
■過疎地域の活用 ■環境教育の場所提供 ■脱炭素化事業推進 ■各県独自案件提案 

 

■連携・交流から生まれるFlow! Flow of People: 地方の活性化や新たな街づくりのスキーム構
築  
■新産業の創造、ESG投資も視野に入れた雇用創出と経済の活性化 
■イノベーティブな事業の創造のための新たな社会経済システムの敷設 

参画する企業と団体の連携イメージ （MIDORI  X）    Ｘ 業態 



■事務局：長野県、（一社）長野県観光機構、（公財）大阪観光局、 
 （一社）ナショナルパークスジャパン、（一社）テラプロジェク
ト 

日本みどりのプロジェクト推進協議会  

みどりでおもてなし文化の定
着 

One GREEN 

都市緑化/まちづくり/植育 
の推進  

新たな旅のスタイル 
提案  

ｲﾝﾀｰﾌﾟﾘｰﾀｰ・ 
ｶﾞｲﾄﾞ育成  

政策提言 
 

会員さまへの（提供価値） 
■ネットワーク構築 
 国・自治体・企業横断的なネットワ 
 ーク構築 
■情報発信 
 各プロジェクトの横断的な情報共有 
 ・国側への情報発信 
■フィールド提供 
 行政・民間事業者が実施できる
フィー 
 ルドを提供する 

日本みどりのプロジェクト 

（会長）阿部守一   長野県知事 
（副会長） 
 鈴木英敬 三重県知事 
 蒲島郁夫 熊本県知事 
 溝畑 宏 大阪観光局理事長 

 濵田省司    高知県知事 
 平井伸治 鳥取県知事 
 ＋ 
  

みどりの旅・環境学習 

Go GREEN 

グリーンインフラの推進 

GREEN Recovery 

自然公園の利活用 

National Park 

日本の自然ショーケース 

2025大阪・関西万博 

施設の 
木質化  

グリーン
化技術開

発  

植樹空間・回廊緑化の推進 
提案  

参加企業 
団体 

① 
② 
③ 
・  

参加企業 
団体 

① 
② 
③ 
・ 

相談 
報告 

環境省・総務省・農水省国土交通省・林野庁・観光庁など 

プロジェクトの体系イメージ図 

参加企業 
団体 

① 
② 
③ 
・  

参加企業 
団体 

① 
② 
③ 
・  

参加企業 
団体 

① 
② 
③ 
・ 

参加企業 
団体 

① 
② 
③ 
・ 

参加企業 
団体 

① 
② 
③ 
・ 

参加企業 
団体 

① 
② 
③ 
・ 

参加企業 
団体 

① 
② 
③ 
・  

参加企業 
団体 

① 
② 
③ 
・ 

市川海老蔵・隈研吾・ 
渡辺謙   ほか予定 

アン 
バサ
ダー 
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会員（企業・団体・自治体
等） 

提言・相談 

 
アド 
バイザー 

涌井雅之・小林昭雄・ 
星野佳路・田子和則  
ほか予定 

協力 
団体 

日本国際博覧会協会、
智の木協会 ほか予定  

敬称略 

みどりのイノベーション推進会議 



【開催概要】 
  

  （公財）大阪観光局と（一社）テラプロジェクトとが共同で一昨年10月 
に創設したた「みどりのイノベーション推進会議」が植・食文化を基調とした“み
どりでおもてなし文化”を大阪から世界に発信する「第2回 Green  Hospitality Osaka 
シンポジウム」を開催する。 
 今回は、「みどりのイノベーション推進会議」をベースに、昨年10月に全国規模
で設立された「日本みどりのプロジェクト推進協議会」がメインに進める５つのプ
ロジェクトの一つ「One Green プロジェクト」のメインシンポジウムとして開催す
る。 
 
 
＜「日本みどりのプロジェクト推進協議会」５つの主要プロジェクト＞ 
 ５部会 
 
①「2025大阪・関西万博”日本の自然のショーケース”実現プロジェクト」 
②「Green Recovery プロジェクト」 
③「One Green プロジェクト」 
④「Go Green プロジェクト」 
⑤「ナショナル パーク プロジェクト」 

 
 

 


